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	１．教育目標
	耳鼻咽喉科の臨床を通じて疑問点を探し出し、文献を調べて解明されている点と解明されていない点を把握する。解明されていない点を検討するために、臨床データを蓄積し、基礎教室と連携して動物モデルを作成する。
	２．到達目標
	３．成績評価の方法と基準
	４．教科書・参考書
	特に定めない。必要に応じて参考資料等を配布する。
	５．準備学習
	６．備考



